
【
は
じ
め
に
】

平
成
三
一
年
四
月
九
日
、
財
務
省
は
一
万
円
、
五
千
円
、
千
円
の
紙

幣
（
日
本
銀
行
券
）
を
二
〇
年
ぶ
り
に
刷
新
す
る
と
発
表
し
た
。
そ
の

新
紙
幣
の
肖
像
画
に
は
、
一
万
円
札
が
渋
沢
栄
一
、
五
千
円
札
は
津
田

梅
子
、
千
円
札
は
北
里
柴
三
郎
が
そ
れ
ぞ
れ
用
い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
肖
像
画
の
変
更
は
、
平
成
一
六
年
以
来
の
こ
と
と
な
る
。
尚
、
発

行
は
令
和
六
（
二
〇
二
四
）
年
度
上
期
と
な
る
予
定
だ
と
い
う
。

こ
の
三
人
を
選
定
し
た
こ
と
に
関
し
て
、
麻
生
太
郎
財
務
大
臣
は
会

見
で
、
「
新
た
な
産
業
の
育
成
、
女
性
活
躍
、
科
学
技
術
の
発
展
な
ど
、

現
代
に
も
通
じ
る
諸
課
題
に
尽
力
し
、
新
元
号
の
も
と
で
の
新
し
い
日

本
銀
行
券
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
だ
」
と
述
べ
た
。

麻
生
大
臣
の
言
わ
れ
た
通
り
、
「
資
本
主
義
の
父
」
と
呼
ば
れ
た
実

業
家
の
渋
沢
栄
一
、
「
津
田
塾
大
学
」
創
始
者
の
津
田
梅
子
、
「
近
代

日
本
医
学
の
父
」
で
医
学
博
士
の
北
里
柴
三
郎
、
そ
れ
ぞ
れ
現
代
に
つ

な
が
る
偉
業
を
残
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。

今
回
の
読
み
比
べ
は
、
こ
の
中
か
ら
渋
沢
栄
一
に
焦
点
を
当
て
て
、

中
学
歴
史
教
科
書
各
社
の
記
述
を
見
て
ゆ
く
事
と
し
た
い
。

以
下
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
、
自
由
社
の
順
に
見
て

ゆ
く
こ
と
に
す
る
。

【
東
京
書
籍
】

［
富
国
強
兵
と
文
明
開
化
］
一
六
四
頁
欄
外
人
物
写
真
・
説
明

中
学
歴
史
教
科
書

読
み
比
べ

令和元年

5月10日（金）
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《
渋
沢
栄
一
（
一
八
四
〇
～
一
九
三
一
）

富
岡
製
糸
場
の
建
設
を
は
じ
め
、
多
く
の
企
業
を
設
立
し
、
経
済
の

発
展
に
力
を
つ
く
し
ま
し
た
。
》

【
教
育
出
版
】

［
製
糸
業
と
紡
績
業
の
発
展
］
一
八
四
頁
欄
外
側
注

《
実
業
家
の
渋
沢
栄
一
は
、
大
阪
紡
績
会
社
や
札
幌
麦
酒
（
ビ
ー
ル
）

会
社
な
ど
五
〇
〇
に
及
ぶ
企
業
の
設
立
に
関
わ
り
、
近
代
産
業
の
発
展

に
力
を
尽
く
し
ま
し
た
。
》

【
帝
国
書
院
】

［
日
本
の
軽
工
業
の
発
展
］
一
八
四
頁
側
注

《
渋
沢
栄
一
（
（
一
八
四
○
～
一
九
三
一
）
）
明
治
か
ら
昭
和
に
か
け
て

活
躍
し
た
実
業
家
の
渋
沢
は
、
秩
父
鉄
道
や
東
洋
紡
績
な
ど
多
く
の
企

業
の
設
立
に
た
ず
さ
わ
り
ま
し
た
。
》

【
自
由
社
】

［
日
本
の
実
業
家
の
伝
統
を
つ
く
っ
た
渋
沢
栄
一
］

二
〇
四
～
二
〇
五
頁
コ
ラ
ム

《
◎
少
年
期
に
培
わ
れ
た
道
徳
心

渋
沢
栄
一
は
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
日
本
の
経
済
界
の
指
導
者

と
し
て
活
躍
し
た
、
偉
大
な
実
業
家
で
す
。

渋
沢
栄
一
は
、
一
八
四
〇(

天
保
一
一)

年
、
武
蔵
国
榛
沢
郡
血
洗
島

村(

埼
玉
県
深
谷
市
）
の
農
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
六
歳
に
な
る
と
栄
一

は
、
学
問
の
素
養
の
あ
っ
た
父
親
か
ら
漢
文
の
書
物
の
素
読
を
教
わ
り

ま
し
た
。

利
発
な
栄
一
は
、
一
年
あ
ま
り
で
、
中
国
の
古
典
で
あ
る
孝
経
・
小

学
・
大
学
・
中
庸
・
論
語
を
読
み
進
み
ま
し
た
。

八
歳
か
ら
は
、
漢
学
者
に
師
事
し
、
聖
人
・
賢
人
の
言
行
を
記
し
た

多
数
の
書
物
を
学
び
ま
し
た
。
渋
沢
の
教
養
と
道
徳
心
の
基
礎
は
、
少

年
期
に
培
わ
れ
し
た
。

◎
「
株
式
会
社
」
の
発
見

一
八
六
四(

元
治
元
）
年
、
渋
沢
は
武
士
の
身
分
を
得
て
、
の
ち
に
一

五
代
将
軍
と
な
る
徳
川
慶
喜
に
仕
え
ま
し
た
。
一
八
六
七
（
慶
応
三
）

年
、
渋
沢
は
幕
府
が
派
遣
し
た
パ
リ
万
国
博
覧
会
使
節
団
の
一
員
と
し

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
わ
た
り
ま
し
た
。
使
節
団
は
、
一
年
あ
ま
り
に
わ

た
っ
て
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

渋
沢
が
そ
の
視
察
で
、
お
ど
ろ
き
と
と
も
に
発
見
し
た
こ
と
の
一
つ

新紙幣の肖像画となった

（上）渋沢栄一 １万円

（中）津田梅子 ５千円

（下）北里柴三郎 千円

日本の実業家の伝統をつくった渋沢栄一
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は
、
銀
行
家
が
陸
軍
将
校
と
対
等
に
会
話
を
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。

日
本
で
は
、
銀
行
家
に
あ
た
る
者
は
商
人
で
す
。
陸
軍
将
校
に
あ
た
る
者
は
身
分

の
高
い
武
士
で
す
。
武
士
の
な
か
に
は
金
儲
け
を
卑
し
い
も
の
と
見
、
身
分
の
高

い
武
士
は
商
人
と
同
席
す
る
こ
と
さ
え
憚
る
風
潮
が
あ
り
ま
し
た
。
渋
沢
は
こ

れ
か
ら
の
日
本
は
、
商
人
が
誇
り
を
持
っ
て
商
売
す
る
よ
う
に
な
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

渋
沢
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
発
見
し
た
も
う
一
つ
は
、
株
式
会
社
で
し
た
。
株
式
会

社
と
は
、
民
間
か
ら
お
金
を
集
め
、
そ
れ
を
元
手
に
し
て
事
業
を
す
る
し
く
み
で

す
。
一
人
か
ら
集
め
る
金
額
は
少
な
く
て
も
、
そ
れ
が
ま
と
ま
れ
ば
大
き
な
資
金

に
な
り
ま
す
。
株
式
会
社
は
、
国
の
産
業
を
さ
か
ん
に
す
る
と
と
も
に
、
人
々
の

生
活
を
豊
か
に
し
ま
す
。
渋
沢
は
、
い
く
つ
か
こ
の
株
式
会
社
を
自
ら
の
手
で
つ

く
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

◎
五
〇
〇
の
会
社
を
創
設

渋
沢
の
肖
像
写
真
を
見
て
く
だ
さ
い
。
西
洋
視
察
を
す
る
前
の
誇
り
高
い
武

士
・
渋
沢
が
、
西
洋
視
察
中
に
心
境
の
変
化
を
お
こ
し
、
近
代
的
な
実
業
家
に
生

ま
れ
変
わ
ろ
う
と
決
心
し
た
こ
と
を
象
徴
す
る
よ
う
な
二
枚
の
写
真
で
す
。

渋
沢
は
、
「
わ
が
国
が
西
欧
諸
国
と
対
等
の
立
場
で
交
際
し
て
い
く
に
は
、
国

を
富
ま
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
国
を
富
ま
す
に
は
、
商
工
業
を
近
代
化
し
、
株

式
会
社
を
つ
く
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
会
社
を
経
営
す
る
者
は
、
商
人
と
し
て

の
誇
り
と
、
高
い
道
徳
心
を
持
た
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
考
え
ま
し
た
。

一
八
七
三
（
明
治
六
）
年
、
渋
沢
は
第
一
国
立
銀
行
の
創
設
に
か
か
わ
り
、
そ

こ
で
手
腕
を
発
揮
し
、
や
が
て
、
東
京
ガ
ス
、
帝
国
ホ
テ
ル
、
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
な

ど
、
約
五
〇
〇
も
の
株
式
会
社
の
創
設
や
運
営
に
か
か
わ
り
ま
し
た
。

◎
論
語
と
算
盤

渋
沢
は
、
実
業
家
の
仕
事
を
、
単
な
る
金
儲
け
と
は
考
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
万

物
を
生
か
し
て
い
る
天
命
を
知
り
、
人
と
し
て
信
義
を
重
ん
じ
る
道
徳
心
を
実

業
家
に
求
め
、
お
り
に
ふ
れ
て
彼
ら
に
論
語
の
教
え
を
語
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
実
業
家
こ
そ
が
、
一
身
一
家
を
繁
栄
さ
せ
る
と
同
時
に
公
益
を
も
た
ら
し
、
日

本
全
体
を
豊
か
に
す
る
と
言
う
考
え
か
ら
で
し
た
。

こ
う
し
た
渋
沢
の
思
想
は
、
「
論
語
と
算
盤
」
と
言
う
言
葉
で
あ
ら
わ
さ
れ
、

信
用
を
大
事
に
し
、
道
徳
（
論
語
）
と
経
済
（
算
盤
）
を
統
一
し
、
公
共
心
を
重

ん
じ
る
、
日
本
の
実
業
家
の
伝
統
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

渋
沢
は
、
事
業
活
動
で
生
ま
れ
た
富
の
一
部
を
社
会
に
還
元
す
べ
き
で
あ
る

と
考
え
、
世
の
中
の
弱
者
を
救
済
す
る
、
日
本
で
最
初
の
公
立
施
設
・
東
京
養
育

院
を
つ
く
り
ま
し
た
。
慈
善
事
業
団
体
や
病
院
づ
く
り
、
商
業
学
校
へ
の
支
援
な

ど
、
渋
沢
が
設
立
に
か
か
わ
っ
た
社
会
・
教
育
団
体
は
、
六
〇
〇
以
上
に
の
ぼ
り

ま
し
た
。
》

東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
の
大
手
三
社
と
自
由
社
の
記
述
の
差
は
、

質
・
量
と
も
に
圧
倒
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
渋
沢
栄
一
は
、
明
治
～
昭
和
に
か
け

て
、
我
が
国
の
産
業
の
基
礎
を
作
っ
た
国
家
的
英
雄
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

し
か
し
、
大
手
三
社
の
記
述
で
は
、
大
企
業
の
創
始
者
程
度
の
人
物
と
し
て
し
か

描
か
れ
て
い
な
い
。
一
方
、
自
由
社
は
、
渋
沢
の
生
涯
を
伝
記
的
に
紹
介
し
、
「
論

語
と
算
盤
」
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
単
な
る
実
業
家
で
は
な
く
道
徳
心
を
大
切

に
す
る
修
道
家
・
慈
善
家
と
し
て
の
姿
ま
で
描
い
て
い
る
。

歴
史
か
ら
学
ぶ
べ
き
こ
と
は
、
過
去
の
出
来
事
の
単
な
る
羅
列
で
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
時
代
の
出
来
事
、
そ
こ
に
生
き
た
人
々
の
言
動
、
背
景
、
考
え
方
、

失
敗
と
成
功
の
事
例
を
知
り
、
自
ら
の
人
生
の
糧
と
す
る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
か
。

左
下
の
写
真
は
、
時
代
の
変
化
を
知
り
、
日
本
全
体
を
豊
か
に
す
る
と
い
う
大

い
な
る
目
標
を
持
ち
、
自
ら
が
何
を
為
す
べ
き
か
を
考
え
、
即
座
に
行
動
に
移
し
、

成
功
を
収
め
た
渋
沢
栄
一
と
い
う

人
物
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
、
こ
れ
ま
で
渋
沢
は

何
度
も
紙
幣
の
肖
像
の
候
補
者
に

選
ば
れ
て
来
た
が
、
当
時
は
偽
造

防
止
の
た
め
肖
像
に
は
髭
の
あ
る

人
物
を
使
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

渋
沢
を
採
用
す
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
し
か
し
そ
の
後
、
偽
造
防
止

技
術
が
向
上
し
、
よ
う
や
く
渋
沢

の
肖
像
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。(

「
ウ
ィ

キ
ペ
デ
ィ
ア
」
よ
り)

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

千
葉
県
内
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

教
育
出
版
（
船
橋
、
習
志
野
、
八
千
代
、
香
取
、
神
崎
、
多
古
、
東
庄
）

帝
国
書
院
（
市
川
、
浦
安
）

東
京
書
籍
（
右
を
除
く
市
町
村
）

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
県
内
の
中

学
生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
並
び
に
教
育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
こ
の

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不
定
期
に
発
行
し
、
現
在
千
葉
県
内
で
採
択

さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所
存

で
す
。
（
会
員
一
同
）

以
上

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
ど
う
ぞ
。

渋沢栄一（１840～1931）

左は洋行前、右は洋行後の写真

（自由社版中学歴史教科書より）
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